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第
３９
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
・
滋
賀
大
会

を
開
催
す
る
に
当
り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。

滋
賀
で
の
大
会
が
第
四
回
昭
和
三
十
一
年

延
暦
寺
大
会
以
来
四
十
九
年
ぶ
り
に
開
催
で

き
ま
す
こ
と
は
誠
に
意
義
深
く
光
栄
に
存
ず

る
次
第
で
す
。

大
会
テ
ー
マ
『
出
会
い
・
縁
を
生
き
、
伝

え
る
わ
れ
ら
』と
題
し
て
、十
一
月
十
六
日
・

十
七
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
、
全
日
本
仏
教

会
加
盟
の
一
〇
三
団
体
を
初
め
檀
信
徒
、
一

般
の
方
々
が
結
集
し
て
参
加
し
て
頂
き
ま
す
。

第
一
日
目
の
分
科
会
は
�
「
い
の
ち
取
り

巻
く
環
境
」

�
「
仏
教
徒
に
よ
る
国
際
貢

献
」

�
「
仏
教
に
み
る
男
女
社
会
参
画
に

つ
い
て
」

�
「
現
代
の
政
治
を
考
え
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
め
ま
ぐ
る
し
い
現
代
社

会
の
変
化
・
人
類
を
取
り
巻
く
環
境
、
社
会

状
況
、
内
外
と
も
に
テ
ロ
、
戦
争
、
地
域
紛

争
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
諸
問
題
、
虐
待
、

更
に
は
社
会
的
な
弱
者
で
あ
る
女
性
、
高
齢

者
、
子
供
た
ち
等
、
い
ろ
ん
な
か
た
ち
で
人

権
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
今
の
世
の
中
に
つ
い

て
活
溌
な
る
議
論
を
望
む
次
第
で
あ
り
ま
す
。

日
本
一
を
有
す
る
琵
琶
湖
を
持
つ
我
が
県

に
於
い
て
は
、
水
を
大
切
に
「
環
境
県
」
と

し
て
あ
ら
ゆ
る
場
で
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

地
球
は
青
い
水
の
星
、
生
命
に
と
っ
て
欠
か

す
こ
と
の
出
来
な
い
水
は
、
い
の
ち
の
み
な

も
と
で
す
。
生
命
の
誕
生
、
そ
し
て
進
化
を

繰
り
返
し
、
文
明
の
火
を
灯
し
て
進
歩
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
が
共

存
す
る
地
球
は
、
人
類
の
歴
史
と
共
に
大
い

な
る
環
境
の
変
化
を
も
、
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
世
界
各
地
で
起
き
る
争
い
、
環

境
破
壊
、
温
暖
化
現
象
な
ど
の
人
間
の
欲
望

が
加
害
者
と
な
り
、
限
り
あ
る
こ
の
地
球
と

い
う
す
ば
ら
し
い
星
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。

み
ほ
と
け
の
慈
悲
と
共
生
の
こ
こ
ろ
を
二

十
一
世
紀
か
ら
地
球
と
子
孫
に
伝
え
、
さ
ら

に
は
未
来
に
向
け
て
ひ
と
り
ひ
と
り
が
真
剣

に
考
え
る
大
会
に
な
る
よ
う
宗
派
を
越
え
て
、

日
本
の
仏
教
の
古
里
で
あ
る
滋
賀
大
津
か
ら
、

世
界
平
和
を
呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
。
そ
し

て
テ
ロ
や
戦
争
、
環
境
破
壊
が
後
を
絶
た
な

い
現
代
社
会
に
今
こ
そ
『
和
』
を
尊
ぶ
仏
教

精
神
を
伝
え
、
大
会
で
多
く
の
人
が
出
会
い

そ
の
縁
が
お
釈
迦
さ
ま
の
教
え
と
と
も
に
広

が
り
世
界
平
和
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
と
考

え
る
次
第
で
す
。

ま
た
本
大
会
で
は
、
都
道
府
県
仏
教
会
と

各
宗
派
に
よ
る
代
表
者
合
同
会
議
を
開
催
致

し
ま
す
。
こ
の
会
議
は
全
日
本
仏
教
徒
会
議

は
じ
ま
っ
て
以
来
の
新
し
い
試
み
で
あ
り
ま
す
。

全
日
本
仏
教
会
加
盟
宗
派
、
各
団
体
が
一

堂
に
会
し
て
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る
諸
問
題

及
び
共
通
点
を
見
い
出
し
て
、
多
岐
・
複
雑

化
し
た
社
会
対
応
に
対
し
て
仏
教
徒
と
し
て

貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
会
に
つ
き
ま
し
て
不
行
き
届
き
が
い
ろ

い
ろ
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
全
国
か
ら
仏

教
徒
の
皆
様
方
が
、
滋
賀
大
津
市
に
御
参
集

下
さ
る
こ
と
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。そ

し
て
、
琵
琶
湖
か
ら
「
世
界
平
和
を
呼

び
か
け
た
い
」
と
の
思
い
で
あ
り
ま
す
。
是

非
こ
の
大
会
に
御
協
力
下
さ
る
こ
と
を
切
に

お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

合

掌

ご
挨
拶

第
３９
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

滋
賀
大
会
開
催
に
む
け
て

十
一
月
十
六
・
十
七
日

滋
賀
県
大
津
で
開
催

全
日
本
仏
教
会
・
滋
賀
県
仏
教
会
共
催

滋賀大会会長
滋賀県仏教会会長

山本 孝圓

２００５年６月１日2



【
就
任
挨
拶
】

�
人
と
人
の
あ
い
だ
を

美
し
く
見
よ
う
。

わ
た
く
し
と
人
の
あ
い
だ
を

う
つ
く
し
く

み
よ
う
。そ
の
こ
と
に
疲
れ
て
は
い
け
な
い
�

こ
れ
は
、
二
十
九
才
で
夭
折
し
た
キ
リ
ス

ト
教
詩
人
・
八
木
重
吉
の
短
い
詩
で
す
。

こ
の
詩
の
思
い
は
、
他
者
に
喜
び
を
与
え
、

他
者
の
苦
し
み
を
除
こ
う
と
す
る
菩
薩
の
こ

こ
ろ
と
通
じ
る
も
の
で
し
ょ
う
。
大
い
な
る

も
の
の
ご
意
志
も
、
す
べ
て
の
も
の
の
関
わ

り
に
よ
る
縁
起
の
理
も
、
そ
れ
は
何
（
な

ん
）
び
と
も
容
易
に
窺
い
得
な
い
、
人
智
を

は
る
か
に
越
え
た
大
き
な
は
か
ら
い
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。

い
ま
、
成
長
し
て
や
ま
な
い
日
々
の
生
活
、

果
て
知
れ
な
い
混
迷
の
世
相
に
あ
っ
て
、
深

く
し
て
大
い
な
る
魂
の
浄
化
…
宗
教
こ
そ
一

層
に
肝
要
の
と
き
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
現
在
、
宗
教
界
を
取
り
巻
く
諸
問

題
は
、
環
境
問
題
の
よ
う
な
地
球
的
規
模
の

も
の
か
ら
個
人
情
報
の
問
題
ま
で
、
倫
理
、

教
育
、
医
療
、
福
祉
な
ど
な
ど
政
治
や
行
政

に
ま
で
か
か
わ
る
全
分
野
に
わ
た
っ
て
山
積

み
し
て
い
ま
す
。

宗
教
界
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
前
に
し
て
、

避
け
て
通
れ
な
い
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
神
道
、
キ
リ
ス
ト
教
、

仏
教
を
と
わ
ず
現
代
の
宗
教
界
が
共
に
あ
い

携
え
て
、
本
来
の
精
神
世
界
の
尊
厳
を
堅
持

し
、
一
方
で
は
変
転
す
る
社
会
の
動
き
に
関

心
を
強
め
、
速
や
か
に
審
議
し
て
的
確
に
対

処
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
て
お
り

ま
す
。

浅
学
菲
才
、
加
え
て
老
残
の
身
で
、
も
と

よ
り
任
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
指
導
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

＊

＊

＊

日
本
宗
教
連
盟
（
日
宗
連
）
は
、
本
会
と

神
社
本
庁
・
教
派
神
道
連
合
会
・
日
本
キ
リ

ス
ト
教
連
合
会
・
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会

の
五
団
体
で
構
成
し
て
い
る
。

四
月
二
十
七
日
の
日
宗
連
理
事
会
に
お
い

て
、
本
会
の
里
見
達
人
理
事
長
が
、
日
宗
連

の
理
事
長
に
、
齋
藤
明
聖
事
務
総
長
が
事
務

局
長
に
就
任
し
た
。
参
議
に
は
、
石
上
智
康

常
務
理
事
、
横
山
敏
明
理
事
、
島
田
喜
久
評

議
員
、
長
谷
川
正
浩
顧
問
弁
護
士
、
監
事
に

小
林
正
道
常
務
理
事
が
再
任
さ
れ
た
。

（
財
）日
本
宗
教
連
盟
理
事
長
に

里
見
達
人
本
会
理
事
長
が
就
任

里見達人理事長

五
月
九
日
午
前
十
一
時
か
ら
、
総
本
山
永

観
堂
で
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
管
長
、
総
本

山
永
観
堂
禅
林
寺
第
八
十
九
世
法
主
に
就
任

し
た
小
木
曽
善
龍
猊
下
の
晋
山
式
が
厳
か
に

執
り
行
わ
れ
た
。

晋
山
式
は
、
開
門
式
・
庭
儀
式
の
後
大
殿

で
行
わ
れ
た
。
宗
派
を
代
表
し
て
堀
部
良
彦

宗
会
議
長
、
来
賓
代
表
と
し
て
里
見
達
人
本

会
理
事
長
、
井
ノ
口
泰
淳
浄
土
宗
西
山
深
草

派
管
長
猊
下
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

浄
土
宗
各
総
本
山
、
大
本
山
の
法
主
を
は

じ
め
近
隣
の
諸
大
徳
・
寺
院
関
係
者
や
檀
家

総
代
等
、
約
五
百
人
が
参
列
し
小
木
曽
管
長

の
晋
山
を
祝
っ
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ

ル
に
移
し
、
祝
賀
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派

小
木
曽
善
龍
管
長
晋
山
式

表白文を奉読する小木曽管長

四
月
十
九
日
、
東
京
の
椿
山
荘
で（
財
）仏

教
伝
道
協
会
の
設
立
四
十
周
年
を
記
念
し
、

「
釈
尊
を
讃
え
て
『
伝
道
の
集
い
』
四
十
年

の
歩
み
」
と
題
し
た
式
典
が
行
わ
れ
た
。

は
じ
め
に
、
各
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る

「
仏
教
聖
典
」
や
現
在
刊
行
が
進
め
ら
れ
て

い
る
「
大
蔵
経
」
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

次
に
中
西
智
海
師
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

の
発
声
で
乾
杯
。
続
い
て
、
伝
道
の
う
た
を

唱
和
し
、
同
協
会
の
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
た
後
、
仏
教
聖
典
を
朗
読
し
た
。

沼
田
智
秀
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、
こ
の
四

十
年
間
を
振
り
返
り
、
喜
び
と
あ
ゆ
み
を
語

っ
た
。
そ
し
て
、
今
後
の
同
協
会
の
さ
ら
な

る
発
展
を
誓
っ
た
。

会
場
に
は
、
国
内
外
の
来
賓
及
び
関
係
者

約
八
百
名
が
参
集
し
、
同
協
会
の
設
立
四
十

年
を
祝
っ
た
。

（
財
）仏
教
伝
道
協
会

設
立
四
十
周
年
記
念
式
典挨拶する沼田智秀会長
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個
人
情
報
保
護
法
は
、
平
成
十
五
年
五
月

三
十
日
に
公
布
さ
れ
、
本
年
四
月
一
日
か
ら

全
面
的
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

「
個
人
情
報
」
と
い
う
の
は
、
氏
名
・
年

令
・
生
年
月
日
等
、
個
人
の
特
定
に
つ
な
が

る
情
報
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

電
話
番
号
・
電
子
メ
ー
ル
・
性
別
・
学
歴
・

趣
味
・
嗜
好
・
家
族
構
成
・
血
液
型
・
身
長

・
体
重
・
血
圧
・
出
生
地
・
本
籍
地
・
購
読

雑
誌
・
職
業
・
既
婚
未
婚
の
別
・
好
き
な
食

べ
物
・
嫌
い
な
食
べ
物
・
好
き
な
ブ
ラ
ン
ド

品
・
喫
煙
の
有
無
な
ど
、
個
人
に
繋
が
る
あ

ら
ゆ
る
も
の
が
含
ま
れ
る
と
考
え
て
よ
い
で

し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
個
人
情
報
は
宗
教
団
体

が
も
っ
て
い
て
も
、
こ
れ
は
宗
教
団
体
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
個
人
か
ら
預
か

っ
て
い
る
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
個
人
情
報
は
そ
の
個
人
の
人
格
権
と
い

う
基
本
的
人
権
の
一
つ
な
の
で
す
。
他
人
の

も
の
を
預
か
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の

利
用
目
的
を
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
利
用
目
的
を
離
れ
て

利
用
し
た
り
、
第
三
者
に
提
供
し
た
り
す
る

と
き
は
、
本
人
の
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。

し
か
し
、死
亡
し
た
人
に
関
す
る
情
報（
こ

れ
が
生
き
て
い
る
人
の
情
報
に
繋
が
る
場
合

に
は
個
人
情
報
と
な
り
ま
す
）
と
か
、
法
人

の
情
報
（
個
人
の
識
別
に
繋
が
る
情
報
は
個

人
情
報
と
な
り
ま
す
）
は
個
人
情
報
に
該
当

し
ま
せ
ん
。

宗
教
団
体
が
も
っ
て
い
る
個
人
情
報
が
宗

教
活
動
や
宗
教
活
動
に
付
随
す
る
活
動
に
係

わ
る
場
合
に
は
、
宗
教
団
体
に
個
人
情
報
事

業
者
と
し
て
の
義
務
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
主
務
大
臣
か
ら
勧
告
を
う
け
た
り
、

そ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
の
罰
則
規
定
等

は
、
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
適
用
さ
れ
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
宗
教
団
体
も
個
人
デ
ー
タ
の
安
全

管
理
や
蓄
積
の
処
理
等
個
人
情
報
の
適
正
な

取
扱
い
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を

講
じ
た
り
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
よ
う
に

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
法
五
十
条
）。

ま
た
、
宗
教
団
体
で
も
、
そ
の
個
人
情
報
を

宗
教
活
動
や
宗
教
活
動
に
付
随
し
た
活
動
に

全
く
利
用
し
な
い
と
き
は
、
即
ち
、
専
ら
公

益
事
業
や
公
益
事
業
以
外
の
事
業
（
収
益
事

業
）
に
利
用
す
る
場
合
に
は
、
五
千
人
以
上

の
個
人
情
報
を
も
っ
て
い
る
と
、
個
人
情
報

事
業
者
と
し
て
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

以
下
に
特
に
注
意
す
べ
き
点
を
い
く
つ
か

述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

�
開
示
の
要
求
や
問
い
合
せ
に
対
し
て
は
、

本
人
確
認
を
し
っ
か
り
し
ま
す
。
電
話
で
確

認
で
き
な
け
れ
ば
、
直
接
会
っ
て
免
許
証
や

パ
ス
ポ
ー
ト
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
親
戚

と
名
乗
る
人
に
住
所
等
を
教
え
る
の
は
、
も

っ
て
の
外
で
す
。

�
開
示
す
る
場
合
、
本
人
の
個
人
情
報
だ
け

を
開
示
し
て
下
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
以
外
の

情
報
を
開
示
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

今
直
ち
に
行
う
べ
き
こ
と
と
し
て
は
次
の

よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

第
一
は
、
宗
門
の
ご
重
役
や
住
職
に
個
人
情

報
の
重
要
性
を
認
識
し
て
頂
く
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
宗
門
の
職
員
や

山
務
員
・
寺
院
の
意
識
を
改
革
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
す
。

第
二
は
、「
個
人
情
報
に
関
す
る
基
本
方

針
」
を
作
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
宗
務
庁

（
院
）
内
に
貼
り
出
し
た
り
、
お
寺
の
掲
示

板
に
掲
載
す
る
こ
と
よ
り
、
宗
門
の
内
外
か

ら
信
用
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
三
は
、
宗
門
や
お
寺
に
安
全
管
理
を
内
容

と
す
る
管
理
規
則
を
作
成
し
ま
す
。

第
四
は
、
管
理
責
任
者
を
設
置
し
ま
す
。
こ

の
管
理
責
任
者
に
よ
り
情
報
の
収
集
・
利
用

・
管
理
を
専
門
に
担
当
し
て
も
ら
い
、
情
報

の
ア
ク
セ
ス
で
き
る
人
を
決
め
て
お
き
ま
す
。

そ
し
て
、
ア
ク
セ
ス
の
履
歴
を
残
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

第
五
は
、
個
人
情
報
に
関
す
る
教
育
を
職
員

や
山
務
員
に
実
施
し
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
を
出

さ
せ
る
く
ら
い
の
こ
と
を
し
な
い
と
徹
底
し

ま
せ
ん
。

第
六
は
、
問
い
合
せ
の
窓
口
を
設
け
ま
す
。

窓
口
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
、
不
手

際
が
お
き
な
い
よ
う
訓
練
し
ま
す
。
苦
情
処

理
の
対
応
で
問
題
が
大
き
く
な
っ
た
り
、
小

さ
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
大
き
く
な
る
と
裁

判
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
裁
判
に
な
ら
な

い
よ
う
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

�
怒
ら
な
い
。
怒
っ
た
ら
負
け
だ
。
�
対
応

者
は
、
個
人
情
報
保
護
法
を
よ
く
勉
強
し
て

お
く
。
�
窓
口
を
一
本
化
し
て
、
た
ら
い
回

し
に
し
な
い
。
�
ク
レ
ー
ム
の
情
報
は
複
数

で
共
有
す
る
（
複
数
で
証
人
と
な
れ
る
よ
う

に
し
て
お
く
）。
�
ク
レ
ー
ム
内
容
や
対
応

内
容
は
、
そ
の
場
で
記
録
し
て
お
く
（
証
拠

と
し
て
残
す
）。

第
七
は
、
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
た
と
き
の

た
め
に
、
こ
の
種
の
保
険
に
入
っ
て
お
く
。

一
件
に
つ
き
一
万
五
千
円
と
い
う
判
例
が
あ

り
ま
す
。
漏
洩
す
る
と
き
は
、
数
百
、
数
千
、

数
万
の
情
報
が
一
度
に
流
れ
る
危
険
が
あ
り

ま
す
。

以
上
大
変
で
す
が
重
要
な
こ
と
で
す
。

「
個
人
情
報
保
護
法
」

全
面
的
に
施
行
さ
れ
る
！

■
本
会
顧
問
弁
護
士

長
谷
川

正
浩
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個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

・
過
去
帳
…
利
用
目
的
の
限
定
（
年
回
忌
の
お
知
ら
せ
、
回
向
供
養
）。

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
て
も
閲
覧
は
不
可
。
他
の
方
法
で
内
容

を
開
示
。
公
開
は
絶
対
に
不
可
。
永
久
保
存
。

・
現
在
帳
…
利
用
目
的
の
限
定
（
行
事
案
内
、
自
宅
案
内
）。
本
人
の
部

分
は
閲
覧
可
。
不
要
な
も
の
は
削
除
廃
棄
す
る
。

・
壇
信
徒
名
簿
…
利
用
目
的
の
限
定
（
行
事
案
内
）。
本
人
の
部
分
は
閲

覧
可
。
不
要
な
も
の
は
削
除
廃
棄
す
る
。
機
関
誌
等
発
送
委

託
を
第
三
者
に
す
る
と
き
は
十
分
注
意
す
る
こ
と
。

・
墓
石
簿
…
墓
埋
法
十
五
条
二
項
、
死
者
に
関
係
あ
る
者
の
閲
覧
を
拒
ん

で
は
な
ら
な
い
。

・
備
付
け
書
類
…
宗
教
法
人
法
二
十
五
条
三
項
、
正
当
な
理
由
が
あ
り
且

つ
不
当
な
目
的
が
無
い
限
り
、
信
者
そ
の
他
利
害
関
係
人
に

閲
覧
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

・
年
回
表
…
公
表
す
る
こ
と
を
事
前
に
明
示
し
て
お
く
こ
と
。

・
寄
付
者
名
簿
…
公
表
す
る
こ
と
を
事
前
に
明
示
し
て
お
く
こ
と
。

・
寺
院
名
簿
…
宗
派
外
の
者
に
渡
す
場
合
は
、
そ
の
こ
と
を
事
前
に
明
示

す
る
こ
と
。
渡
さ
な
い
場
合
は
目
的
外
利
用
を
禁
止
し
て
第

三
者
の
利
用
を
禁
止
す
る
旨
、
名
簿
に
明
示
す
る
こ
と
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
…
利
用
目
的
を
限
定
し
公
表
し
て
お
く
こ
と
。

・
宗
勢
調
査
結
果
…
調
査
の
と
き
に
利
用
目
的
を
公
表
す
る
。

・
団
参
や
各
種
研
修
会
等
の
名
簿
…
利
用
目
的
を
明
示
し
て
お
き
、
目
的

以
外
に
利
用
し
な
い
こ
と
。

注
意
事
項

対

策

取 得

�
利
用
目
的
を
特
定
・
明
確
化
（
十
五
条
）

�
あ
ら
か
じ
め
利
用
目
的
を
公
表
す
る
こ
と
。
公
表
し
な

か
っ
た
と
き
は
直
ち
に
公
表
す
る
か
、
本
人
に
通
知
す

る
（
十
八
条
）

公
表
と
は
不
特
定
多
数
の
人
が
知
り
う
る
状
態
に
す
る

こ
と

�
本
人
か
ら
書
面
で
取
得
す
る
と
き
は
利
用
目
的
を
明
示

す
る
こ
と

�
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
っ
て
取
得
し
な
い
こ
と

⑤
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
（
例
え
ば
電
話
帳
）
か
ら
の
取

得
は
公
表
さ
れ
て
い
る
も
の
の
目
的
に
よ
り
、
利
用
目

的
が
拘
束
さ
れ
る
。

管 理

�
安
全
管
理
措
置
（
漏
洩
、
毀
損
の
禁
止
）

�
第
三
者
へ
の
提
供
禁
止

第
三
者
へ
の
提
供
は
本
人
の
同
意
が
必
要
。

例
外
委
託
先
へ
の
提
供
、
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
利
用
。

③
目
的
の
変
更
は
本
人
の
同
意
が
必
要
（
十
八
条
）

④
利
用
目
的
範
囲
外
の
利
用
は
本
人
の
同
意
が
必
要
。
例

外
は
令
状
の
捜
査
や
任
意
税
務
調
査
な
ど
。

�
管
理
担
当
者
・
管
理
方
針
を
決
め
る
。

�
管
理
担
当
者
を
教
育
す
る
。

�
管
理
の
場
所
・
管
理
道
具
（
パ
ソ
コ
ン
等
）
の
特
定

�
デ
ー
タ
の
暗
号
化

�
委
託
先
の
監
督

⑥
グ
ル
ー
プ
利
用
の
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
グ
ル
ー
プ
の

範
囲
・
利
用
目
的
、
管
理
責
任
者
に
つ
い
て
本
人
に
通

知
す
る
か
、
本
人
の
知
り
う
る
状
態
に
し
て
い
く
こ
と

本人からの問い合わせ

�
情
報
の
開
示
・
訂
正
・
削
除
、
利
用
の
停
止
・
消
去
・

第
三
者
へ
の
提
供
の
停
止
の
要
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、

誠
実
に
対
応
す
る
。

但
し
、
本
人
の
い
う
と
お
り
に
訂
正
・
削
除
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
本
人
の
指
摘
が
間
違
っ

て
い
る
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

②
利
用
目
的
な
ど
本
人
の
知
り
う
る
状
態
に
し
て
お
く
か
、

尋
ね
ら
れ
た
ら
す
ぐ
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

③
苦
情
処
理
に
対
応
す
る
。（
三
十
一
条
）

�
本
人
確
認
（
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
住
民
票
の
確

認
）
を
怠
ら
な
い

�
申
請
方
法
を
定
め
て
こ
れ
を
本
人
に
わ
か
る
よ
う
に
す

る
か
、
尋
ね
ら
れ
た
ら
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

�
担
当
者
を
決
め
て
担
当
者
教
育
を
す
る
。

�
苦
情
に
は
怒
ら
な
い

削除

不
要
な
も
の
は
す
ぐ
廃
棄
す
る
。
外
部
に
流
出
し
な
い
よ

う
気
を
付
け
る
。

廃
棄
担
当
者
を
決
め
る

5ZENBUTSU２００５年６月１日



タ
イ
国
政
府
よ
り
四
月
十
二
日
付
書
面
で

本
会
に
対
し
、
昨
年
十
二
月
二
十
六
日
発
生

し
た
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
に
よ
る
「
ア
ン
ダ
マ

ン
海
沿
岸
の
津
波
犠
牲
者
追
悼
法
要
」
へ
の

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
要
請
に
応
え
る

べ
く
、
本
会
は
、
藤
井
日
光
会
長
ご
宗
派
で

あ
る
日
蓮
宗
に
追
悼
法
要
へ
の
出
仕
を
ご
依

頼
い
た
し
ま
し
た
。
藤
井
会
長
が
居
ら
れ
る

日
蓮
宗
総
本
山
久
遠
寺
よ
り
一
山
の
ご
協
力

を
い
た
だ
く
事
が
で
き
、
本
会
の
追
悼
団
と

し
て
現
地
に
派
遣
い
た
し
ま
し
た
。

＊

＊

＊

五
月
七
日
、成
田
国
際
空
港
に
お
い
て「
イ

ン
ド
洋
沖
地
震
ア
ン
ダ
マ
ン
海
津
波
犠
牲
者

追
悼
法
要
団
」
結
団
式
を
執
り
行
い
、
櫻
井

英
幸
総
務
部
長
が
委
嘱
状
辞
令
伝
達
を
行
っ

た
。
団
長
は
、
本
会
会
長
御
名
代
・
久
遠
寺

総
務
井
上
瑞
雄
師
。
副
団
長
は
、
同
寺
の
齋

藤
邦
昭
庶
務
部
長
、
山
田
是
明
輪
番
本
部
事

務
長
、
団
員
と
し
て
同
寺
職
員
と
身
延
山
大

学
の
学
生
十
七
名
。
本
会
よ
り
奈
良
慈
徹
社

会
部
長
、
壽
山
良
光
国
際
文
化
部
長
、
江
口

智
流
総
務
部
次
長
の
三
名
が
随
行
。

午
前
十
時
成
田
発
タ
イ
航
空
プ
ー
ケ
ッ
ト

直
行
便
に
て
同
地
へ
向
か
っ
た
。
午
後
三
時

三
十
分
到
着
（
時
差
は
二
時
間
、
日
本
時
間

午
後
五
時
三
十
分
）、
空
港
よ
り
バ
ス
で
一

時
間
ほ
ど
の
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
・
ク
リ
フ
・
リ

ゾ
ー
ト
ア
ン
ド
ス
パ
ホ
テ
ル
に
宿
泊
。

八
日
は
、
車
で
約
二
時
間
余
り
の
パ
ン
ガ

ー
県
カ
オ
ラ
ッ
ク
に
向
か
っ
た
。（
本
誌
五

〇
六
号
八
ペ
ー
ジ
記
載
）
こ
こ
は
、
高
級
リ

ゾ
ー
ト
地
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
滞
在
者
が

多
く
、
地
元
民
と
と
も
に
被
害
を
受
け
て
い

る
。
未
だ
に
海
岸
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
場
所
に
警
備
艇
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ま
ま

放
置
さ
れ
て
お
り
、
リ
ゾ
ー
ト
地
の
建
物
も

津
波
に
呑
ま
れ
、
鉄
筋
の
柱
を
残
す
無
惨
な

状
況
で
あ
っ
た
。

儀
式
の
会
場
は
、
浜
辺
の
砂
地
に
テ
ン
ト

を
設
営
し
、
横
殴
り
の
風
雨
の
中
で
午
後
一

時
か
ら
開
式
し
た
。
は
じ
め
に
タ
イ
国
政
府

観
光
庁
東
ア
ジ
ア
局
長
パ
イ
サ
ー
ン
・
ワ
ン

サ
ー
イ
氏
、
続
い
て
カ
オ
ラ
ッ
ク
県
副
知
事

テ
イ
ー
ラ
テ
ッ
プ
・
ス
リ
ヤ
パ
ン
ト
氏
が
津

波
被
害
状
況
と
こ
れ
か
ら
の
復
興
や
財
政
支

援
、
観
光
へ
の
協
力
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、

井
上
団
長
を
導
師
に
二
十
名
が
出
仕
し
、
厳

粛
且
つ
慈
悲
に
満
ち
た
法
要
を
厳
修
。
導
師

の
追
悼
文
が
奉
読
さ
れ
、
日
本
語
、
タ
イ
語

と
英
語
に
訳
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
ん
だ

現
地
の
日
本
人
会
の
女
性
は
、
肉
親
を
亡
く

し
た
悲
し
み
を
抑
え
き
れ
ず
地
に
伏
し
て
慟

哭
。
法
要
後
、
井
上
団
長
が
代
表
し
て
本
会

と
久
遠
寺
よ
り
タ
イ
国
政
府
と
世
界
仏
教
徒

連
盟
（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
）
に
対
し
て
各
二
百
万
円
ず

つ
の
義
援
金
の
目
録
を
贈
呈
し
、
復
興
へ
の

一
助
と
な
る
よ
う
に
と
言
葉
を
添
え
た
。

終
了
後
、
悪
天
候
の
中
、
大
切
な
ご
本
尊

や
仏
具
の
片
付
け
に
追
わ
れ
つ
つ
、
一
行
は

プ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
帰
路
に
つ
い
た
。

夜
、
追
悼
団
と
タ
イ
国
政
府
関
係
者
に
よ

る
交
流
会
が
催
さ
れ
た
。
青
年
僧
か
ら
は
、

今
回
の
追
悼
団
の
一
員
と
し
て
大
変
貴
重
な

体
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
歩
む

人
生
に
大
い
な
る
経
験
を
心
に
留
め
た
い
と

関
係
者
に
謝
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

九
日
は
、
午
前
十
時
か
ら
プ
ー
ケ
ッ
ト
の

浜
辺
に
お
い
て
海
風
を
伴
う
ス
コ
ー
ル
の
中
、

前
日
と
同
様
の
儀
式
を
行
っ
た
。
パ
イ
サ
ー

ン
局
長
の
挨
拶
の
後
、
ス
パ
チ
ャ
イ
・
ユ
ー

ア
ブ
ー
ン
プ
ー
ケ
ッ
ト
副
知
事
が
挨
拶
を
行

っ
た
。
法
要
終
了
後
、
俄
に
陽
が
差
し
三
十

度
以
上
の
気
温
と
湿
度
の
陽
気
に
な
っ
た
。

久
遠
寺
の
青
年
僧
た
ち
は
、
全
身
汗
に
ま
み

れ
、
現
地
の
復
興
を
願
い
、
同
会
場
か
ら
町

の
中
心
部
そ
し
て
宿
舎
の
ホ
テ
ル
ま
で
約
一

時
間
に
及
ぶ
唱
題
行
脚
を
行
っ
た
。

午
後
二
時
半
、
昼
食
、
帰
国
の
た
め
の
荷

造
り
な
ど
慌
た
だ
し
く
準
備
を
行
い
、
ホ
テ

ル
を
後
に
し
て
空
港
に
向
か
っ
た
。
途
中
、

市
内
の
寺
院
を
参
拝
し
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

異
国
の
風
情
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
行
は
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
空
港
で
解
団
式
を

行
っ
た
。
パ
イ
サ
ー
ン
局
長
は
、
今
回
の
追

悼
法
要
に
日
本
の
仏
教
界
を
代
表
し
て
全
日

本
仏
教
会
、
日
蓮
宗
久
遠
寺
の
方
々
が
協
力

下
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
す
る
旨
の
挨
拶
を
さ

れ
た
。
ま
た
、
井
上
団
長
か
ら
は
、
本
会
会

長
名
代
と
し
て
精
一
杯
に
勤
め
、
無
事
に
団

を
解
く
こ
と
が
で
き
、
関
係
各
位
に
感
謝
す

る
旨
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。
午
後
七
時
プ

ー
ケ
ッ
ト
空
港
を
離
れ
、
十
日
午
前
七
時
半

成
田
国
際
空
港
に
到
着
し
た
。

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
津
波
犠
牲
者
追
悼
に

代
表
団
を
タ
イ
国
へ
派
遣

プーケットでの追悼法要、導師に井上瑞雄団
長（中央）脇導師に齋藤邦昭副団長（右）、山
田是明副団長（左）

プーケットの会場より、町の中心部へ鎮魂の
唱題行脚する一行

２００５年６月１日6
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十
二
日
▼
二
十
五
回
「
同
宗
連
」
総
会
出
席

▼
真
言
宗
善
通
寺
派
前
管
長
追
悼
法

要
参
列

十
二
〜
十
三
日
▼
全
日
本
仏
教
徒
会
議
滋
賀

大
会
に
関
し
、
滋
賀
県
仏

教
会
と
打
合
せ

十
三
日
▼
日
宗
連
監
査
会

▼
鳥
取
県
仏
教
会
会
長
来
局

十
五
日
▼
法
律
相
談
室

十
九
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

▼
仏
教
伝
道
協
会
「
伝
道
の
集
い
」

四
十
年
の
歩
み
出
席

二
十
二
日
▼
同
和
委
員
会

二
十
五
日
▼
寄
付
行
為
変
更
試
案
改
革
答
申

案
局
内
検
討
会
議

▼
法
相
宗
・
興
福
寺
「
文
殊
会
」

取
材

二
十
六
日
▼
華
厳
宗
・
東
大
寺
「
仏
法
興
隆

花
ま
つ
り
千
僧
供
養
法
要
」
取

材

二
十
七
日
▼
法
律
相
談
室

▼
日
宗
連
理
事
会
、
参
議
会
、
幹

事
会

二
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

▼
財
団
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
準
備

委
員
会

▼
モ
ス
ク
ワ
仏
教
会
来
局

七
日
▼
高
野
山
差
別
戒
名
法
要
参
列

七
〜
十
日
▼
イ
ン
ド
洋
沖
地
震
ア
ン
ダ
マ
ン

海
津
波
犠
牲
者
追
悼
法
要
厳
修

（
タ
イ
国
）

九
日
▼
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
管
長
晋
山
式

参
列

▼
文
化
庁
宗
務
課
訪
問

就
任

理
事

武
田
昭
英（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

評
議
員

涌
水
邦
英（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

若
槻
繁
隆（
群
馬
県
仏
教
連
合
会
）

内
藤
睦
雄（
山
梨
県
仏
教
会
）

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員

宮
川
善
裕（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

改
革
推
進
委
員

橘
正
信（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

退
任

理
事

松
原
功
人（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

評
議
員

本
多
隆
朗（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

過
外
一
雄（
群
馬
県
仏
教
連
合
会
）

今
村
文
匡（
山
梨
県
仏
教
会
）

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員

松
原
功
人（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

改
革
推
進
委
員

竹
田
空
尊（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

坂
本
�
雄
師
（
理
事
）

四
月
二
十
八
日
遷
化

七
十
一
歳

和
宗
四
天
王
寺
長
臈

上
井
寛
圓
師

四
月
二
十
日
遷
化

九
十
九
歳

真
言
宗
大
覚
寺
派
前
管
長

●
お
願
い

本
誌
発
送
先
変
更
の
場
合
、
事
務
局
ま
で
、

ご
一
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

ば
っ
こ
う
く
つ

【
莫
高
窟
】（
中
華
人
民
共
和
国
）

か
つ
て
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
拠
点
と
し

て
繁
栄
を
極
め
た
敦
煌
の
東
南
三
〇
キ

ロ
に
あ
り
、
中
国
三
大
石
窟
の
一
つ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
石
窟
四
九
二
、
仏

像
は
二
〇
〇
〇
尊
が
現
存
し
、
内
部
に

は
仏
僧
画
等
、
多
く
の
壁
画
が
描
か
れ
、

仏
教
芸
術
の
宝
庫
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
今
月
の
表
紙
に
つ
い
て
◆

事
務
総
局
録
事

四
月
（
十
一
〜
三
十
日
）

五
月
（
一
〜
十
日
）

人
事

哀
悼

7ZENBUTSU２００５年６月１日
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二
〇
〇
五
年
六
月
一
日
発
行

六
月
号

第
五
〇
九
号

南都に響くお経の声
華厳宗東大寺「仏法興隆花まつり千僧供養法要」法相宗興福寺「文殊会」

４月２６日に華厳宗大本山東大寺にお

いて、東大寺、全日本仏教青年会、南都

二六会、曹洞宗青年会の共催により、法

要が執り行われた。

約７０名の僧侶は、それぞれの宗派の法

衣で南大門から、大仏殿へ行道し大仏殿

前で庭讃。そして、大仏殿の壇上に登壇

し羽生理事長（全日仏青）導師のもと、法

要を厳修。続いて大仏殿横のアショカピラ

ーで法要を行った。当日は、突然の雷雨

で開始時間が遅れたが、その後は晴天

がひろがり、修学旅行生や外国人など多く

の参詣者が合掌し参拝した。

４月２５日法相宗興福寺で、

明治時代より行われている文殊

会が開催されました。東金堂の

薬師如来の左脇に座している

文殊菩薩は、鎌倉時代の定慶

の作。鎧のうえに法衣を着けて

おり古くから学僧たちの祈願仏

として信仰をあつめておりました。

この文殊会には、智慧が授かる

ようにと幼稚園児５５名が稚児行

列に参加した。当日は、晴天に恵まれ、近隣の浄教寺から三条通の坂道を興福寺

東金堂までお練りし、文殊菩薩の宝前で各自参拝。その後、多川俊映興福寺貫

主導師の下、一山式衆により法要が執り行われた。

発
行
人

齋
藤
明
聖

発
行
所

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

U
R
L:http://w

w
w
.jbf.ne.jp/

（社）日本ユネスコ協会連盟本会会旗新調
●世界寺子屋運動へのご支援を●本会事務総局OBと局員が寄贈
１９９０年よりアジア５カ国の農村で寺子屋生涯学習センターを

建設し、教育を受けられなかった成人や子供たちの読み書き教

室や生涯学習プログラムを実施しております。

皆様には、未使用の書き損じハガキの送付と募金のご協力を

お願いしております。書き損じハガキを送付して頂くことにより１

枚４５円の募金となります。下記住所にご送付願います

【書き損じハガキの送り先】

（社）日本ユネスコ協会連盟

〒１５０‐００１３東京都渋谷区恵比寿１‐３‐１

朝日生命恵比寿ビル１２F

この度、本会を象徴するため

の会旗を新調いたしました。ご

寄付いただきました皆さまに御

礼申し上げます。

会旗は、特別注文で通常より

ひと回り大きな幅７４cm、縦１２０

cmで本年１１月の全日本仏教

徒会議滋賀大会や財団創立５０

周年の記念行事等に活用させ

て頂きます。

古代紫の正絹綴地に金糸手刺繍

本会主催研修会

「個人情報保護に関する研修会」のご案内「人権啓発研修会」のご案内
●６月３日東京・増上寺を会場に開催●６月２１日ハンセン病について京都で研修
４月１日より個人情報保護法が施行されました。

宗教団体は、信教の自由を保護する立場から、個人情報取扱い業者とし

て除外されています。しかし、各加盟団体・寺院は相当数の個人情報を保

持、管理されており、過去帳や現在帳などの情報も取り扱っております。

本研修会では、ご参加の皆さまと共に検証いたします。

記

日時：６月３日（金）午後１時～４時

会場：「三縁ホール」

浄土宗大本山増上寺大殿地下ホール

講師：清水勉氏（日本弁護士連合会、情報問題対策委員会副委員長）

長谷川正浩師（本会顧問弁護士）

井上文夫氏（日本テンプルヴァン社長）

交通：JR「浜松町」下車 徒歩８分

都営地下鉄三田線「御成門」下車 徒歩４分

定員：７０名

参加費：１０００円（当日徴収）

資格：加盟団体関係者

申込み：６月１日までにハガキ・FAXで本会事務総局まで氏名・連絡

先・所属団体名をお書きの上お申込下さい。

２００２年に厚生労働省の委託に基づき「ハンセン病問題に関する検証

会議」が設置され、その最終報告書が提出されました。ハンセン病患者

に対する隔離政策が長期間続けられ、それによる人権侵害の実態につ

いて、医学的・社会的背景、ハンセン病療養所に於ける処置、「らい予防

法」などの法令等、多方面から科学的・歴史的に検証し、再発防止の為

に提出された最終報告書について下記のとおり研修いたします。

記

日時：６月２１日（火）午後１時～５時

会場：真宗大谷派・真宗本廟視聴覚ホール

講師：内田博文氏（ハンセン病問題に関する検証会議副座長、

九州大学法学部教授）

訓覇浩師（ハンセン病問題に関する検証会議委員、

真宗大谷派解放運動推進本部本部委員）

交通：京都駅烏丸口より徒歩５分

定員：２００名

参加費：無料

申込み：６月１４日（火）までにハガキ・FAXで事務総局同和推進部ま

で、氏名・連絡先・所属団体名をお書きの上お申込下さい。

電

話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
四
三
七
）三
二
六
〇

２００５年６月１日8


